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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月13日(2015.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メントールを含む、ミコナゾール硝酸塩のマラセチア属真菌に対する抗真菌活性増強剤
。
【請求項２】
　前記メントールが、ｌ－メントールである、請求項１に記載の抗真菌活性増強剤。
【請求項３】
　洗浄用組成物における、マラセチア属真菌に対するミコナゾール硝酸塩の抗真菌活性増
強剤としてのメントールの使用。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の抗真菌活性増強剤およびミコナゾール硝酸塩を含む、抗真菌
剤。
【請求項５】
　前記抗真菌活性増強剤の配合量が、前記抗真菌剤全質量に対して０．００５～５．０質
量％である、請求項４に記載の抗真菌剤。
【請求項６】
　前記ミコナゾール硝酸塩の配合量が、前記抗真菌剤全質量に対して０．１～２．０質量
％である、請求項４または５に記載の抗真菌剤。
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